
28

＜領
りょういき

域：介
かいご

護＞

問
もんだい

題 106　次
つぎ

のうち，介
かいごかてい

護過程における生
せいかつかだい

活課題への対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　介
かいごふくししょく

護福祉職が望
のぞ

む支
しえん

援を実
じつげん

現すること

2　利
りようしゃ

用者が望
のぞ

む暮
く

らしを実
じつげん

現すること

3　他
たしょくしゅ

職種が望
のぞ

む連
れんけい

携を実
じつげん

現すること

4　家
かぞく

族が望
のぞ

む経
けいざいじょうきょう

済状況を実
じつげん

現すること

5　施
しせつ

設が望
のぞ

む運
うんえい

営を実
じつげん

現すること

問
もんだい

題 107　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，短
たんきもくひょう

期目標に関
かん

する説
せつめい

明として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　介
かいごふくししょく

護福祉職の介
かいごもくひょう

護目標を設
せってい

定する。

2　利
りようしゃ

用者の 1年
ねんご

後の状
じょうたい

態を記
きさい

載する。

3　利
りようしゃ

用者の家
かぞく

族を主
しゅたい

体にして表
ひょうげん

現する。

4　アセスメントに基
もと

づく利
りようしゃ

用者の具
ぐたいてき

体的な生
せいかつかだい

活課題から検
けんとう

討する。

5　目
もくひょうたっせいじ

標達成時の介
かいごふくししょく

護福祉職の満
まんぞくど

足度を記
きさい

載する。

介
か い ご か て い

護 過 程
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29

問
もんだい

題 108　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，介
かいごけいかく

護計画の実
じっし

施に関
かん

するものとして，適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　利
りようしゃ

用者の実
じっせんじょうきょう

践状況は評
ひょうかび

価日にまとめて記
きろく

録する。

2　介
かいごふくししょく

護福祉職が結
けっか

果に満
まんぞく

足できるまで実
じっせん

践を続
つづ

ける。

3　介
かいごふくししょく

護福祉職の実
じっせんけいけん

践経験を積
つ

むことを目
もくてき

的にする。

4　他
たしょくしゅ

職種が立
りつあん

案した介
かいごけいかく

護計画をチームで実
じっせん

践する。

5　利
りようしゃ

用者に支
しえんないよう

援内容を説
せつめい

明して同
どうい

意を得
え

る。

問
もんだい

題 109　次
つぎ

のうち，サービス担
たんとうしゃかいぎ

当者会議にサービス管
かんりせきにんしゃ

理責任者が出
しゅっせき

席する目
もくてき

的と

して，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　個
こべつしえんけいかく

別支援計画の取
と

り組
く

みの報
ほうこく

告

2　障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分の判
はんてい

定

3　支
しきゅう

給が必
ひつよう

要かどうかの決
けってい

定

4　サービス等
とうりようけいかく

利用計画の説
せつめい

明

5　相
そうだんしえんせんもんいん

談支援専門員への個
こべつしえんけいかくさくせい

別支援計画作成の指
し じ

示
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30

次
つぎ

の事
じれい

例を読
よ

んで，問
もんだい

題 110，問
もんだい

題 111について答
こた

えなさい。

〔事
じ

　例
れい

〕

Ａさん（78 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 1）は，軽
けいど

度の認
にんちしょう

知症（dementia）があり，通
つうしょかいご

所介護（デ

イサービス）を利
りよう

用しながら一
ひ と り ぐ

人暮らしをしている。一
ひとりむすめ

人娘が近
ちか

くに住
す

んでいる。最
さい

近
きん

，近
きんじょ

所の人
ひと

から娘
むすめ

に，「決
き

められた日
ひ い が い

以外にごみを出
だ

しているので，そっと片
かたづ

付け

ているの」と連
れんらく

絡があった。

翌
よくじつ

日，娘
むすめ

がＡさんの自
じたく

宅に行
い

くと，部
へ や

屋の中
なか

に弁
べんとう

当の空
から

の容
ようき

器がそのまま残
のこ

され

ていた。心
しんぱい

配した娘
むすめ

が同
どうきょ

居を勧
すす

めたが，Ａさんは，「これからもこの家
いえ

からデイサー

ビスに通
かよ

いたい」と強
つよ

い口
くちょう

調で言
い

った。話
はな

し合
あ

いの結
けっか

果，娘
むすめ

が夕
ゆうがた

方に様
ようす

子を見
み

に行
い

く

ことになった。

Ａさんは，通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）を休
やす

むことなく利
りよう

用していたが，ある日
ひ

の迎
むか

え

のとき，担
たんとう

当の介
かいごふくししょく

護福祉職に，「今
きょう

日は行
い

きたくない」と言
い

って利
りよう

用を拒
きょひ

否した。娘
むすめ

が理
りゆう

由を聞
き

くと，「クイズの時
じかん

間になると利
りようしゃ

用者のＢさんに，あなたの答
こた

えはいつも

間
まちが

違えていると何
なんど

度も注
ちゅうい

意される。情
なさ

けない・・・」と話
はな

した。娘
むすめ

はＡさんの様
ようす

子を

介
かいごふくししょく

護福祉職に伝
つた

えた。
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31

問
もんだい

題 110　次
つぎ

のうち，Ａさんのニーズとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　娘
むすめ

の家
いえ

で同
どうきょ

居すること

2　自
じたく

宅での生
せいかつ

活を続
つづ

けること

3　通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）を休
やす

めること

4　弁
べんとう

当のメニューを変
へんこう

更すること

5　ごみ出
だ

しを近
きんじょ

所の人
ひと

に任
まか

せること

問
もんだい

題 111　Ａさんの娘
むすめ

から連
れんらく

絡を受
う

けた通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）では，介
かいごかてい

護過程の

再
さい

アセスメントをすることになった。

次
つぎ

のうち，Ａさんの再
さい

アセスメントで重
じゅうし

視すべき情
じょうほう

報として，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）を利
りよう

用しない日
ひ

の過
す

ごし方
かた

2　通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）での様
ようす

子

3　通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）の利
りようけいぞく

用継続に関
かん

する娘
むすめ

の意
いけん

見

4　通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）の迎
むか

えを担
たんとう

当した介
かいごふくししょく

護福祉職の印
いんしょう

象

5　通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）以
いがい

外のサービスを利
りよう

用することへの意
いこう

向
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32

次
つぎ

の事
じれい

例を読
よ

んで，問
もんだい

題 112，問
もんだい

題 113について答
こた

えなさい。

〔事
じ

　例
れい

〕

Ａさん（50 歳
さい

，男
だんせい

性，障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分 3）は，中
ちゅうど

度の知
ちてきしょうがい

的障害がある。身
しんたいきのう

体機能に問
もん

題
だい

はないが，遂
すいこうきのう

行機能に障
しょうがい

害がある。短
みじか

い言
ことば

葉での意
いしひょうじ

思表示はできる。両
りょうしん

親は亡
な

くなっている。姉
あね

が近
ちか

くに住
す

んでいるが，同
どうきょ

居は難
むずか

しく，共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループ

ホーム）へ入
にゅうきょ

居した。入
にゅうきょじ

居時に短
たんきもくひょう

期目標を「生
せいかつ

活のリズムを整
ととの

える」と設
せってい

定し，順
じゅん

調
ちょう

に進
すす

んでいた。日
にっちゅう

中は就
しゅうろうけいぞくしえん

労継続支援Ｂ型
がたじぎょうしょ

事業所に通
かよ

っている。

共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）の生
せいかつ

活に慣
な

れてきた頃
ころ

，Ａさんは日
にっちゅうかつどう

中活動を休
やす

む

ようになった。心
しんぱい

配した生
せいかつしえんいん

活支援員が居
きょしつ

室を訪
たず

ねると，Ａさんが，「昨
きのう

日も，遊
あそ

びに

来
き

た隣
りんしつ

室の友
ゆうじん

人が，散
ち

らかっている部
へ や

屋を見
み

て笑
わら

った。前
まえ

はきれいにできていたの

に」と自
じしん

信をなくしている様
ようす

子であった。

生
せいかつしえんいん

活支援員がＡさんの居
きょしつ

室を確
かくにん

認すると，趣
しゅみ

味で集
あつ

めているアニメグッズや衣
いふく

服が

増
ふ

えていて，きれいにしていた自
じしつない

室内に散
さんらん

乱していた。
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33

問
もんだい

題 112　次
つぎ

のうち，日
にっちゅうかつどう

中活動を休
やす

むようになったＡさんの状
じょうたい

態を理
りかい

解するために

必
ひつよう

要な情
じょうほう

報として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　Ａさんの姉
あね

の家
かぞくこうせい

族構成

2　隣
りんしつ

室の友
ゆうじん

人がＡさんの部
へ や

屋に行
い

った時
じかん

間

3　Ａさんが自
じしん

信をなくした理
りゆう

由

4　生
せいかつしえんいん

活支援員がＡさんの部
へ や

屋を訪
たず

ねた心
しんじょう

情

5　Ａさんが隣
りんしつ

室の友
ゆうじん

人と遊
あそ

ぶことになった理
りゆう

由

問
もんだい

題 113　後
ごじつ

日，カンファレンスが開
ひら

かれ，短
たんきもくひょう

期目標についての見
みなお

直しが検
けんとう

討された。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，見
みなお

直された短
たんきもくひょう

期目標として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　趣
しゅみ

味を変
へんこう

更する。

2　現
げんざい

在の自
じしつ

室の状
じょうたい

態を維
い じ

持する。

3　衣
いふく

服を部
へ や

屋の隅
すみ

に寄
よ

せる。

4　日
にっちゅうかつどう

中活動の事
じぎょうしょ

業所を変
へんこう

更する。

5　自
じしつ

室を整
せいりせいとん

理整頓する。
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